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ひたちなか市立佐野小学校

前期終業式　 ～一人一人が Try! Try! Try! できた前期～　
 
　 明日10月９日（金）、前期終業式を迎えます。４月からの約半年間、子供たちは日々の学習や学校生活、

 様々な行事を通して、一歩一歩成長してきました。
　 今年度の教育活動スローガンは、「Try! Try! Try! ―考えて、決めて、やってみる―」です。授業で自
分の考えを伝えること、苦手なことにも挑戦してみること、友達と力を合わせること、係や委員会の仕事に責

 任をもって取り組むことなど、子供たちの「Try!」は、学校生活の様々な場面で見られました。
　 もちろん、思うようにいかなかったことや、もう少し頑張りたかったこともあると思います。それも大切な経
験です。「やってみた」からこそ分かったこと、次はこうしてみようと思えたことも、一人一人の成長につなが

 っています。
　 前期終業式では、この半年間を振り返り、「できるようになったこと」「頑張ったこと」「これから頑張りた
いこと」を、自分自身で確かめてほしいと思います。そして、前期に積み重ねた一人一人の「Try!」を、後期

 の新たな挑戦へとつなげてほしいと思います。
 
 
 
　  
           
 
 
 
 
      

＊＊＊『いちょう』の確認と返却について＊＊＊
　 明日、10月９日（金）の学級活動において、担任より「いちょ
う」をお渡しします。表紙の裏面には、校長印・担任印の横に
「保護者印」の欄がありますので、内容をご確認の上、押印を

 お願いいたします。
　 後期始業式の10月13日（火）に、押印いただいた表紙の
みをファイルに入れ、担任へ提出してください。 
　 なお、「評定」と「生活行動」の２枚につきましては、ご家庭
で保管してください。 
　 お手数をおかけいたしますが、ご確認、ご協力のほどよろし
くお願いいたします。                                  

※　 これが表紙です。（両面に印刷されています。） 

５年生：宿泊学習 
スローガン「自立を目指して協力し、最高に楽しい宿泊学習にしよう！！！」 

　 10月１日・２日に、とちぎ海浜自然の家で宿泊学習を行いました。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 子どもたちは、浜辺での活動や漁り火の集い、カレーライス作りなど、普段の学校生活では味わ
えない体験を楽しみました。浜辺では、海の自然に触れながら友達と活動し、漁り火の集いでは、
みんなで楽しいひとときを過ごしました。２日目のカレーライス作りでは、班ごとに役割を分担し、声
を掛け合いながら調理に取り組みました。協力して作ったカレーを一緒に味わい、後片付けまで力

 



を合わせて行いました。また、宿泊室での荷物の整理や寝具の準備、食事、清掃なども、自分たち
で進めました。友達と生活を共にする中で、自分の役割を果たすことや、時間やきまりを守ること、
相手を思いやって行動することの大切さを学びました。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２日間の集団生活は、友達のよさに気付き、互いの絆を深める機会となりました。今回の経験
を、これからの学習や学校生活に生かし、さらに成長していくことを期待しています。 

 

 

 

 

 
 
 

                                                                      　 雨続きでしたが
 びっくりするぐらい 

                                                                       この日は快晴！
 
 
 
     遊具で遊んだり  海で遊んだり       初めて、みんなでお泊まり      
 
 
 

 漁り火の集い
           飯ごう炊飯       様々なことにTry! 

 
  

 
全国学力・学習状況調査の結果について

 　 ６年生を対象に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果について、本校の状況をお知らせします。
 【国語】

　 平均正答率は全国平均を下回っています。資料から必要な情報を引用し、自分の考えをまとめる力に成果が
見られました。一方、文章の構成を捉えることや、漢字の読み書き、根拠を明確にして自分の考えを書くことに課
題が見られました。今後は、基礎的な力の定着を図るとともに、文章や資料から必要な情報を見付け、根拠をも
とに自分の考えを書く活動を充実させていきます。 

 【算数】
　 平均正答率は全国平均を下回っています。表から必要な情報を読み取り、条件に合わせて判断する力に成果
が見られました。一方、基礎的・基本的な知識や技能、複数の情報を関連付け、根拠を明確にして説明すること
に課題が見られました。今後は、基礎的・基本的な知識や技能の確実な定着を図るとともに、考えた過程や根拠
を説明する活動を充実させていきます。 

 【児童質問紙】
　 授業への興味・関心や理解度、ICTを活用した学習について、肯定的な回答が多く見られました。また、「学校
に行くのは楽しい」と感じている児童が多いことも、本校の強みとして捉えています。 
　 一方、家庭でのスマートフォンやタブレット、ゲーム機、動画視聴などの利用時間には課題が見られました。今
後は、メディア教育講演会や学級活動等を通して、情報モラルやSNSとの関わり方について考える機会を設け、
家庭と連携しながら、望ましい生活習慣やメディア利用について取り組んでいきます。


